
ぼ く と わ た し の 絵

○ し ん ご う 保 育 園

お
う
ち
の
外
で
ひ
よ
り
と
雪
あ
そ
び
を

し
ま
し
た
。
雪
だ
る
ま
の
ボ
タ
ン
は
ひ

よ
り
が
つ
け
ま
し
た
。
私
の
作
っ
た
か

ま
く
ら
に
２
人
で
入
っ
て
遊
び
ま
し
た
。

楽
し
か
っ
た
で
す
。

田
島
　
未
舞
さ
ん
（
う
め
組
）

お
ば
あ
さ
ん
の
お
う
ち
で
牛
を
見
ま
し

た
。
草
の
上
で
寝
て
い
ま
し
た
。
と
っ

て
も
大
き
か
っ
た
け
ど
、こ
わ
く
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
夢
見
て
る
の
か
な
ぁ
。

橋
端
　
有
也
く
ん
（
う
め
組
）

は
し
ば

ゆ
う
や

み
む

た
し
ま

＝
 高
品
質
農
産
物
の
安
定
生
産
の
た
め
 ＝

有
機
の
里
づ
く
り

 を
推
進
し
よ
う

良
質
堆
肥
で
収
入
Ｕ
Ｐ！
！　
　
　
  　
　

有
機
資
源
セ
ン
タ
ー
新
郷
　
　
　
　
　

問
い
合
わ
せ
先
　
TE
L７
８
－３
５
５
５

営
業
時
間
　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

　
　
　
　
　
　
　
（
休
日
：
毎
週
月
曜
日
、
年
末
年
始
）

10
こ
の
広
報
紙
は
植
林
・
森
林
認
証
取
得
木
材
を
配
合
し
た
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

平
成
２１
年
度
あ
お
も
り
推
き
ゅ
う
肥
品
評
会

優
秀
賞
受
賞

206

４
月

人
の
動
き

男
　
1,
46
6人
（
－
３
人
）

女
　
1,
56
9人
（
－
４
人
）

計
　
3,
03
5人
（
－
７
人
）

世
帯
数
95
9世
帯（
＋
２
世
帯
）

（
平
成
23
年
２
月
28
日
現
在
）
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MARCH

境
  　
　
友
  舜

く
ん

Ｈ
21
・
10
・
14
生

（
地
区
）
戸
来

（
パ
パ
）
知
徳

（
マ
マ
）
緒
梨
江

パ
パ
と
マ
マ
の
ね
が
い

「
笑
顔
良
し
！
」
と
言
わ
れ
る

元
気
な
子
に
な
っ
て
欲
し
い
。

む
ら
の
ガ
イ
ド

平
成
23
年
卯
 月

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド（
金
剛
石
）

̶
 洗
浄
・
無
垢
 ̶

誕
生
石

う
づ
き

A
pr
il

燃
え

る
ご

み
収

集
日

　
新

郷
村

全
域

　
月

曜
日

・
木

曜
日

（
祭

日
も

収
集

し
ま

す
）

家
庭

ご
み

は
収

集
日

の
朝

に
出

し
て

下
さ

い
。

生
ご

み
の

水
切

り
に

ご
協

力
を

ご
み

の
減

量
と

リ
サ

イ
ク

ル
に

取
り

組
み

ま
し

ょ
う

予
防

接
種

相
談

日
　

毎
週

月
曜

日
　

正
午

〜
午

後
５

時
ま

で
　

T
E
L
6
1
−

7
5
5
5

２
０
１
１
年
４
月

備
　
　
　
考

山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
　
9：
00
～
12
：
00

行
　
　
事
　
　
等

さ
か
い

ゆ
う

し
ゅ
ん

日
曜

1
金
資
源
ご
み
（
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
等
２
品
目
）
収
集
日

4
月
新
郷
温
泉
館
休
館
日
　
行
政
相
談

6
水
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
（
～
15
日
）

7
木
小
中
学
校
入
学
式

8
金
資
源
ご
み
（
缶
・
新
聞
等
５
品
目
）
収
集
日

10
日
県
議
会
議
員
一
般
選
挙
投
開
票
日

11
月
新
郷
温
泉
館
休
館
日

人
権
相
談
所

15
金
資
源
ご
み
（
ビ
ン
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
等
２
品
目
）
収
集
日

乳
児
、
１
才
６
ヵ
月
、
２
才
児
健
診

17
日
子
ど
も
会
親
子
早
起
き
掃
除

18
月
新
郷
温
泉
館
休
館
日

21
木
犬
の
登
録
・
狂
犬
病
予
防
注
射
　
村
教
育
大
会

22
金
燃
え
な
い
ご
み
収
集
日

犬
の
登
録
・
狂
犬
病
予
防
注
射

23
土
間
木
ノ
平
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
開
園

25
月
新
郷
温
泉
館
休
館
日

29
金
●
昭
和
の
日

二
十
歳
に
な
っ
た
ら

国
民
年
金

日
本
年
金
機
構

２月23日　村社会福祉大会（関連記事は７ページ）２月23日　村社会福祉大会（関連記事は７ページ）
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歳出 ２５億２，６００万円

（　）は構成比

新郷村各会計別当初予算額 （単位：千円・％）

合　　　　　　　計 36億7,860万５千円37億6,929万１千円

村税の内訳 1億7,814万8千円
軽自動車税 972万５千円（5.6％）

歳入 ２５億２，６００万円
平
成
23
年
度
一
般
会
計
予
算

一 般 会 計

特 別 会 計

国 民 健 康 保 険

国民健康保険診療所

簡 易 水 道

老 人 保 健

特定環境保全公共下水道

公共用地先行取得事業

会　　　計　　　別

25億2,600万０千円

12億4,329万１千円

４億3,220万０千円

１億2,665万８千円

4,109万６千円

０千円

１億4,663万２千円

０千円

平成23年度当初予算額 平成22年度当初予算額

24億1,970万０千円

12億5,890万５千円

４億7,200万０千円

１億2,163万１千円

3,730万２千円

330万０千円

１億3,469万５千円

10万０千円

4.4%

△   1.2%

△   8.4%

4.1%

10.2%

△100.0%

8.9%

△100.0%

介 護 保 険

後 期 高 齢 者 医 療 3,345万８千円 0.1%3,349万６千円

農 業 集 落 排 水 事 業 3,749万４千円

４億2,561万５千円

4,275万６千円

４億1,366万３千円

△  12.3%

2.9%

2.5%

前年度対比

住みよい村づくりに25億2,600万円住みよい村づくりに25億2,600万円住みよい村づくりに25億2,600万円
　

平
成
23
年
新
郷
村
議
会
第
１
回
定
例
会
が
、
３
月
4
日
か
ら
３
月
11
日
ま

で
開
か
れ
、
平
成
23
年
度
新
郷
村
一
般
会
計
並
び
に
７
つ
の
特
別
会
計
予
算

が
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
23
年
度
新
郷
村
一
般
会
計
当
初
予
算
額
は
25
億
2
、6
0
0
万
円
で
、

前
年
度
当
初
予
算
額
と
比
較
す
る
と
、
1
億
6
3
0
万
円
、
4
・
4
％
の
増
と

な
っ
て
い
ま
す
。

農林水産業費
２億8,063万６千円
（11.1％）

教育費 ２億1,199万円（8.4%）

商工費 １億7,163万９千円（6.8%）

消防費 9,030万８千円（3.6%）
衛生費 7,510万６千円（3.0%）

議会費 6,128万７千円（2.4%）

その他 486万３千円（0.2%）

土木費
２億5,761万9千円
（10.2%）

公債費
４億4,718万円
（17.7%）

民生費
５億215万６千円
（19.9%）

総務費 
4億2,321万６千円
（16.8%）

（　）は構成比

地方交付税
15億7,500万円 
（62.4%）

県支出金 １億5,576万１千円（6.2%）

村債 １億7,440万円（6.9%）

国庫支出金 １億4,178万５千円（5.6%）

諸収入 １億828万２千円（4.3%）

その他 １億9,737万９千円（7.8%）

村税 １億7,339万３千円（6.9%） 

村民税
5,77７万８千円
（33.3％）

たばこ税
1,000万円
（5.8％）

特別土地保有税  １千円（0.0％）

固定資産税
9,588万９千円
（55.3％）

平成23年度 一般会計予算の主な事業（　　）は前年度当初予算額

総　務　費　（明るく豊かで住みよい活力ある村づくりをめざして）　4億2,321万6千円（3億9,178万5千円）
●税支援システムリース料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  881万0千円
●青森県議会議員一般選挙費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  402万5千円
●青森県知事選挙費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  537万8千円
●路線バス等運行業務委託料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1,462万4千円
●集落活動支援補助金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  300万0千円
●バス路線維持費補助金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  347万0千円
●きのこ培養ボイラー購入費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  330万0千円
●ケーブルテレビ等保守点検委託料　　　　　　　　　　　　　　　　　  703万5千円

民　生　費　（住民福祉の充実をめざして）　　　　　　　　　　　　　5億215万6千円（4億8,315万7千円）
●新郷村社会福祉協議会補助金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  940万0千円
●介護保険特別会計への繰出金　　　　　　　　　　　　　　　　　 　  8,415万1千円
●障害者自立支援給付費　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　  5,059万0千円
●国保特別会計への操出金　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　  3,000万0千円
●診療所特別会計への操出金　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　  1,500万0千円
●後期高齢者医療費療養給付費負担金　　　　　　　　　　　　　　 　  3,809万6千円
●保育所運営費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   7,000万0千円
●児童措置費（こども手当他）　　　　　　　　　　　　　　　　　 　  4,185万8千円
●放課後子育て支援委託料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  761万3千円
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平
成
23
年

第
１
回
新
郷
村
議
会
定
例
会

　

３
月
７
日
、
高
齢
者
教
室
は
シ

ニ
ア
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室
と
体
操
教

室
を
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
と
美
郷

館
で
開
講
し
ま
し
た
。
両
講
座
に

は
14
名
が
参
加
。
料
理
の
手
順
を

考
え
な
が
ら
体
を
動
か
す
こ
と
で

脳
の
活
性
化
を
促
し
た
り
、
タ
オ

ル
を
利
用
し
た
ス
ト
レ
ッ
チ
を
行

い
、
日
頃
の
体
の
悩
み
を
解
消
し

て
い
ま
し
た
。

　

ク
ッ
キ
ン
グ
教
室
の
講
師
は
八

戸
市
の
林
料
理
学
校
の
難
波
留
依

子
先
生
。
ご
は
ん
、
鶏
手
羽
と
卵

の
中
華
煮
、
ホ
タ
テ
と
野
菜
の
ピ

リ
辛
あ
え
、
五
目
中
華
ス
ー
プ
、

杏
仁
豆
腐
の
イ
チ
ゴ
添
え
の
５
品

に
挑
戦
し
ま
し
た
。
鶏
手
羽
と
卵

の
中
華
煮
は
生
姜
と
に
ん
に
く
を

使
用
し
た
ス
ー
プ
に
鶏
肉
と
ゆ
で

卵
と
生
椎
茸
を
じ
っ
く
り
と
煮
込

む
こ
と
が
特
長
。
菜
の
花
を
添
え

て
見
た
目
に
も
配
慮
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
談
笑
し
な
が
ら
に
こ

や
か
に
調
理
。
完
成
後
の
試
食
会

で
は
満
足
そ
う
な
表
情
を
浮
か
べ

て
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　

２
月
27
日　

美
郷
館

◇
小
学
生
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
部

　

優
勝　

川
代
タ
イ
ガ
ー
ス

　

２
位　

川
代
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ

　

３
位　

で
こ
ぼ
こ
フ
レ
ン
ズ

　

（
６
チ
ー
ム
参
加
）

◇
Ｖ
リ
ー
グ
（
一
般
の
部
）

　

優
勝　

お
し
ど
り
＋
１

　

２
位　

目
指
せ
甲
子
園
１

　

３
位　

体
育
指
導
委
員

（
９
チ
ー
ム
参
加
）

　

平
成
23
年
第
１
回
新
郷
村
議
会

定
例
会
が
３
月
４
日
か
ら
11
日
ま
で

開
か
れ
、
議
案
26
件
、
意
見
書
案
１

件
が
原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

主
な
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◇
新
郷
村
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
施
設

の
設
置
及
び
監
理
に
関
す
る
条

例
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

に
よ
り
難
視
聴
地
域
が
解
消
さ

れ
、
地
域
の
情
報
基
盤
が
構
築

さ
れ
ま
す
。

◇
新
郷
村
移
動
通
信
用
鉄
塔
施
設

の
設
置
及
び
監
理
に
関
す
る
条

例
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

に
よ
り
携
帯
電
話
等
の
利
便
性

が
向
上
さ
れ
ま
す
。

◇
第
五
次
新
郷
村
総
合
開
発
計
画

基
本
構
想
に
つ
い
て
議
会
の
同

意
を
得
ま
し
た
。
本
村
の
将
来

を
「
健
康
で
明
る
く
心
豊
か
な

長
寿
の
む
ら
を
目
指
し
て
」
と

定
め
ま
し
た
。

◇
平
成
22
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
は
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
億

９
、３
５
７
万
３
千
円
を
追
加

し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
は

27
億
８
、１
０
２
万
５
千
円
と

な
り
ま
し
た
。
主
な
一
般
会
計

補
正
予
算
は
次
の
と
お
り
で
す
。

 

歳  

入

●
分
担
金
お
よ
び
負
担
金

▽
定
住
自
立
圏
地
域
医
療
体
制
整

　

備
費
負
担
金

１
、０
０
０
万
円

●
国
庫
支
出
金

▽
地
域
活
性
化
・
き
め
細
や
か
な

　

交
付
金

４
、６
４
５
万
１
千
円

 

歳  

出

●
総
務
管
理
費

▽
減
債
基
金
へ
の
積
立
金

１
、０
０
０
万
円

▽
い
き
い
き
新
郷
む
ら
づ
く
り
基

　

金
積
立
金

５
、０
０
０
万
円

●
企
画
振
興
費

▽
住
民
基
本
台
帳
シ
ス
テ
ム
更
新

　

委
託
料

２
、５
０
０
万
円

▽
地
域
活
性
化
・
き
め
細
や
か
な

　

交
付
金
工
事
請
負
費

３
、３
６
０
万
円

（
村
道
越
戸
・
石
ケ
守
線
補
修
工

　

事
他
）

▽
学
校
図
書
修
繕
工
事
請
負
費

８
０
５
万
円

●
社
会
福
祉
費

▽
診
療
所
特
別
会
計
へ
操
出
金

３
、３
０
７
万
９
千
円

衛　生　費　（健康で豊かな村づくりをめざして）　　　　　　　　　 　7,510万6千円（7,086万2千円）
●予防接種等委託料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　549万5千円
●十和田地区環境整備事務組合負担金（し尿処理）　　　　　　　　　　  816万4千円
●十和田地域広域事務組合負担金（ごみ処理）　　　　　　　　 　　  　1,455万3千円
●癌検診等委託料　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　 　250万0千円
●簡易水道特別会計への操出金　　　　　　　　 　　  　　　　　　　　2,083万6千円

農林水産業費　（豊かな村づくりをめざして）　　　　　　　　　　　　2億8,063万6千円（2億4,659万0千円）
●有機資源活用促進事業補助　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　 　420万0千円
●経営体育成支援事業補助（ヘリコプター導入）　　　　　　　　 　　 　500万0千円
●国営五戸台地土地改良事業に伴う元利償還負担金（青森県）　　　　　4,939万2千円
●優良繁殖和牛導入等支援事業補助金　　　　　　　　　　　　　  　　　600万0千円
●中山間地域等直接支払事業交付金　　　　　　　　　　　　　　　　　5,483万7千円
●森林整備地域活動支援事業支援活動交付金　　　　　　　　　　　　　  382万6千円 
●農道用排水路等工事請負費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  200万0千円
●森林農地整備センター受託事業費　　　　　　　　　　　　　　　　　1,050万0千円 
●広域農道路面補修負担金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1,170万0千円

商　工　費　（活力とうるおいのある村づくりをめざして）　　　　　1億7,163万9千円（1億6,419万6千円）
●間木ノ平グリーンパーク管理委託料　　　　　　　　　　　　　　　　3,250万0千円
●地域商工業総合振興事業補助金　　　　　　　　　　　　　　　　　　  240万0千円
●五戸町・新郷村地域商店街活性化事業助成金　　　　　　　　　　　　  177万0千円
●新郷村商店活性化こども商品券　　　　　　　　　　　　　　　　  　　330万0千円
●新郷村ふるさと活性化公社貸付金　　　　　　　　　　　　　　　　　2,600万0千円
●グリーンパーク配達用保冷車購入　　　　　　　　　　　　　　　　　  570万0千円
●温泉事業管理運営費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4,226万0千円 

土　木　費　（住みよい生活環境づくりをめざして）　　　　　　　　2億5,761万9千円（1億9,203万7千円）
●特定環境保全公共下水道特別会計への繰出金　　　　　　　　　　　　9,503万9千円
●道路維持費（村道除草作業等委託他）　　　　　　　　　　　　　　　2,830万0千円
●道路改良事業費（雨池線、堂ノ上線、橋梁点検他）　　　　　　　　　7,475万0千円
●除雪対策費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1,710万8千円

消　防　費　（住民の生命と財産を守るため）　　　　　　　　　　　 　9,030万8千円（1億2,391万4千円）
●県市町村総合事務組合負担金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  476万9千円
●八戸地域広域事務組合負担金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5,983万3千円
●小型動力ポンプ購入費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  162万0千円

教　育　費　（人づくり・生涯学習の推進をめざして）　　　　　　　2億1,199万0千円（1億9,935万5千円）
●特別支援教育支援員等報償　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  180万0千円
●小中学校トイレ改修工事費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1,035万0千円
●語学指導外国青年招致事業費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  515万7千円 
●小学校管理費スクールバス購入費　　　　　　　　　　　　　　　　　  894万0千円
●中学校管理費スクールバス購入費　　　　　　　　　　　　　　　　　  373万4千円
●奨学金貸付金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  792万0千円
●社会教育施設管理費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1,033万1千円
●保健体育総務費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  691万1千円

災害復旧費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　  185万5千円（84万2千円）
●農業用施設災害復旧費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  105万5千円
●公共土木施設災害復旧事業費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　80万0千円

公　債　費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4億4,118万0千円（4億9,867万5千円）
●起債元金償還　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 3億9,121万5千円
●起債利子等償還　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5,566万5千円 

14
人
が
笑
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平
成
23
年

第
１
回
新
郷
村
議
会
定
例
会

　

３
月
７
日
、
高
齢
者
教
室
は
シ

ニ
ア
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室
と
体
操
教

室
を
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
と
美
郷

館
で
開
講
し
ま
し
た
。
両
講
座
に

は
14
名
が
参
加
。
料
理
の
手
順
を

考
え
な
が
ら
体
を
動
か
す
こ
と
で

脳
の
活
性
化
を
促
し
た
り
、
タ
オ

ル
を
利
用
し
た
ス
ト
レ
ッ
チ
を
行

い
、
日
頃
の
体
の
悩
み
を
解
消
し

て
い
ま
し
た
。

　

ク
ッ
キ
ン
グ
教
室
の
講
師
は
八

戸
市
の
林
料
理
学
校
の
難
波
留
依

子
先
生
。
ご
は
ん
、
鶏
手
羽
と
卵

の
中
華
煮
、
ホ
タ
テ
と
野
菜
の
ピ

リ
辛
あ
え
、
五
目
中
華
ス
ー
プ
、

杏
仁
豆
腐
の
イ
チ
ゴ
添
え
の
５
品

に
挑
戦
し
ま
し
た
。
鶏
手
羽
と
卵

の
中
華
煮
は
生
姜
と
に
ん
に
く
を

使
用
し
た
ス
ー
プ
に
鶏
肉
と
ゆ
で

卵
と
生
椎
茸
を
じ
っ
く
り
と
煮
込

む
こ
と
が
特
長
。
菜
の
花
を
添
え

て
見
た
目
に
も
配
慮
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
談
笑
し
な
が
ら
に
こ

や
か
に
調
理
。
完
成
後
の
試
食
会

で
は
満
足
そ
う
な
表
情
を
浮
か
べ

て
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　

２
月
27
日　

美
郷
館

◇
小
学
生
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
部

　

優
勝　

川
代
タ
イ
ガ
ー
ス

　

２
位　

川
代
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ

　

３
位　

で
こ
ぼ
こ
フ
レ
ン
ズ

　

（
６
チ
ー
ム
参
加
）

◇
Ｖ
リ
ー
グ
（
一
般
の
部
）

　

優
勝　

お
し
ど
り
＋
１

　

２
位　

目
指
せ
甲
子
園
１

　

３
位　

体
育
指
導
委
員

（
９
チ
ー
ム
参
加
）

　

平
成
23
年
第
１
回
新
郷
村
議
会

定
例
会
が
３
月
４
日
か
ら
11
日
ま
で

開
か
れ
、
議
案
26
件
、
意
見
書
案
１

件
が
原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

主
な
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◇
新
郷
村
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
施
設

の
設
置
及
び
監
理
に
関
す
る
条

例
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

に
よ
り
難
視
聴
地
域
が
解
消
さ

れ
、
地
域
の
情
報
基
盤
が
構
築

さ
れ
ま
す
。

◇
新
郷
村
移
動
通
信
用
鉄
塔
施
設

の
設
置
及
び
監
理
に
関
す
る
条

例
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

に
よ
り
携
帯
電
話
等
の
利
便
性

が
向
上
さ
れ
ま
す
。

◇
第
五
次
新
郷
村
総
合
開
発
計
画

基
本
構
想
に
つ
い
て
議
会
の
同

意
を
得
ま
し
た
。
本
村
の
将
来

を
「
健
康
で
明
る
く
心
豊
か
な

長
寿
の
む
ら
を
目
指
し
て
」
と

定
め
ま
し
た
。

◇
平
成
22
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
は
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
億

９
、３
５
７
万
３
千
円
を
追
加

し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
は

27
億
８
、１
０
２
万
５
千
円
と

な
り
ま
し
た
。
主
な
一
般
会
計

補
正
予
算
は
次
の
と
お
り
で
す
。

 

歳  

入

●
分
担
金
お
よ
び
負
担
金

▽
定
住
自
立
圏
地
域
医
療
体
制
整

　

備
費
負
担
金

１
、０
０
０
万
円

●
国
庫
支
出
金

▽
地
域
活
性
化
・
き
め
細
や
か
な

　

交
付
金

４
、６
４
５
万
１
千
円

 
歳  
出

●
総
務
管
理
費

▽
減
債
基
金
へ
の
積
立
金

１
、０
０
０
万
円

▽
い
き
い
き
新
郷
む
ら
づ
く
り
基

　

金
積
立
金

５
、０
０
０
万
円

●
企
画
振
興
費

▽
住
民
基
本
台
帳
シ
ス
テ
ム
更
新

　

委
託
料

２
、５
０
０
万
円

▽
地
域
活
性
化
・
き
め
細
や
か
な

　

交
付
金
工
事
請
負
費

３
、３
６
０
万
円

（
村
道
越
戸
・
石
ケ
守
線
補
修
工

　

事
他
）

▽
学
校
図
書
修
繕
工
事
請
負
費

８
０
５
万
円

●
社
会
福
祉
費

▽
診
療
所
特
別
会
計
へ
操
出
金

３
、３
０
７
万
９
千
円

衛　生　費　（健康で豊かな村づくりをめざして）　　　　　　　　　 　7,510万6千円（7,086万2千円）
●予防接種等委託料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　549万5千円
●十和田地区環境整備事務組合負担金（し尿処理）　　　　　　　　　　  816万4千円
●十和田地域広域事務組合負担金（ごみ処理）　　　　　　　　 　　  　1,455万3千円
●癌検診等委託料　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　 　250万0千円
●簡易水道特別会計への操出金　　　　　　　　 　　  　　　　　　　　2,083万6千円

農林水産業費　（豊かな村づくりをめざして）　　　　　　　　　　　　2億8,063万6千円（2億4,659万0千円）
●有機資源活用促進事業補助　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　 　420万0千円
●経営体育成支援事業補助（ヘリコプター導入）　　　　　　　　 　　 　500万0千円
●国営五戸台地土地改良事業に伴う元利償還負担金（青森県）　　　　　4,939万2千円
●優良繁殖和牛導入等支援事業補助金　　　　　　　　　　　　　  　　　600万0千円
●中山間地域等直接支払事業交付金　　　　　　　　　　　　　　　　　5,483万7千円
●森林整備地域活動支援事業支援活動交付金　　　　　　　　　　　　　  382万6千円 
●農道用排水路等工事請負費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  200万0千円
●森林農地整備センター受託事業費　　　　　　　　　　　　　　　　　1,050万0千円 
●広域農道路面補修負担金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1,170万0千円

商　工　費　（活力とうるおいのある村づくりをめざして）　　　　　1億7,163万9千円（1億6,419万6千円）
●間木ノ平グリーンパーク管理委託料　　　　　　　　　　　　　　　　3,250万0千円
●地域商工業総合振興事業補助金　　　　　　　　　　　　　　　　　　  240万0千円
●五戸町・新郷村地域商店街活性化事業助成金　　　　　　　　　　　　  177万0千円
●新郷村商店活性化こども商品券　　　　　　　　　　　　　　　　  　　330万0千円
●新郷村ふるさと活性化公社貸付金　　　　　　　　　　　　　　　　　2,600万0千円
●グリーンパーク配達用保冷車購入　　　　　　　　　　　　　　　　　  570万0千円
●温泉事業管理運営費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4,226万0千円 

土　木　費　（住みよい生活環境づくりをめざして）　　　　　　　　2億5,761万9千円（1億9,203万7千円）
●特定環境保全公共下水道特別会計への繰出金　　　　　　　　　　　　9,503万9千円
●道路維持費（村道除草作業等委託他）　　　　　　　　　　　　　　　2,830万0千円
●道路改良事業費（雨池線、堂ノ上線、橋梁点検他）　　　　　　　　　7,475万0千円
●除雪対策費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1,710万8千円

消　防　費　（住民の生命と財産を守るため）　　　　　　　　　　　 　9,030万8千円（1億2,391万4千円）
●県市町村総合事務組合負担金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  476万9千円
●八戸地域広域事務組合負担金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5,983万3千円
●小型動力ポンプ購入費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  162万0千円

教　育　費　（人づくり・生涯学習の推進をめざして）　　　　　　　2億1,199万0千円（1億9,935万5千円）
●特別支援教育支援員等報償　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  180万0千円
●小中学校トイレ改修工事費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1,035万0千円
●語学指導外国青年招致事業費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  515万7千円 
●小学校管理費スクールバス購入費　　　　　　　　　　　　　　　　　  894万0千円
●中学校管理費スクールバス購入費　　　　　　　　　　　　　　　　　  373万4千円
●奨学金貸付金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  792万0千円
●社会教育施設管理費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1,033万1千円
●保健体育総務費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  691万1千円

災害復旧費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　  185万5千円（84万2千円）
●農業用施設災害復旧費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  105万5千円
●公共土木施設災害復旧事業費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　80万0千円

公　債　費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4億4,118万0千円（4億9,867万5千円）
●起債元金償還　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 3億9,121万5千円
●起債利子等償還　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5,566万5千円 

14
人
が
笑
顔
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左
か
ら
佐
藤
君
、
福
山
君
、
吉
野
さ
ん
、
田
沢
さ
ん

　

２
月
19
日
、
山
村

開
発
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
「
新
郷
村
安
全
・

安
心
村
づ
く
り
推
進

大
会
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
村
主
催
に

よ
る
こ
の
大
会
は
五

戸
警
察
署
や
五
戸
消

防
署
、村
消
防
団
等
、

９
団
体
が
後
援
。
２

４
０
名
が
住
み
よ
い

地
域
社
会
の
実
現
へ

向
け
て
決
意
を
新
た

に
し
ま
し
た
。

　

警
察
官
の
制
服
を

身
に
ま
と
っ
た
し
ん

ご
う
保
育
園
の
横
沢
亮
太
く
ん
と

福
山
光
咲
（
あ
り
さ
）
ち
ゃ
ん
が

「
知
ら
な
い
人
に
は
つ
い
て
い
き

ま
せ
ん
」
等
と
元
気
よ
く
大
会
宣

言
。
畠
山
賢
悦
村
消
防
団
長
の
音

頭
に
よ
り
参
加
者
全
員
で
「
ガ
ン

バ
ロ
ー
三
唱
」
を
行
い
、
大
会
を

締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　

開
会
行
事
で
は
「
安
全
安
心
な

村
づ
く
り
を
村
民
一
体
と
な
り
頑

張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
須
藤

良
美
村
長
が
あ
い
さ
つ
し
、
救
急

活
動
に
協
力
し
た
功
績
を
称
え
、

鹿
島
毅
さ
ん
（
郡
司
）
ら
４
名
に

感
謝
状
を
授
与
。
東
利
昭
村
議
会

議
長
が
祝
辞
を
述
べ
、
大
会
趣
旨

の
具
現
化
に
向
け
て
期
待
を
寄
せ

ま
し
た
。

　

続
い
て
赤
坂
久
男
西
分
遣
所
長

ら
３
名
が
管
内
の
「
防
火
・
防
災

活
動
」
等
に
つ
い
て
講
演
。
自
ら

の
身
を
守
る
大
切
さ
と
不
測
の
事

態
へ
対
応
し
た
備
え
の
必
要
性
に

つ
い
て
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

開
会
に
先
立
ち
、
金
ケ
沢
神
楽

が
安
全
安
心
村
づ
く
り
を
祈
願
す

る
舞
を
披
露
。
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

で
は
川
代
地
区
子
ど
も
会
と
し
ん

ご
う
保
育
園
の
子
ど
も
た
ち
が
可

愛
ら
し
く
大
黒
舞
や
お
ゆ
う
ぎ
を

発
表
し
ま
し
た
。

　

第
５
回
全
国
小
学
生
ア

ル
ペ
ン
ス
キ
ー
大
会
（
３

月
23
日
〜
25
日　

岩
手
県

安
比
高
原
ス
キ
ー
場
）
へ

の
出
場
を
決
め
た
新
郷
ジ

ュ
ニ
ア
レ
ー
シ
ン
グ
チ
ー

ム
の
福
山
泰
誠
君
、
佐
藤

謙
汰
郎
君
、
田
沢
麻
衣
さ

ん
、
吉
野
栞
那
さ
ん
が
２

月
25
日
、
須
藤
村
長
の
も

と
を
訪
れ
、
大
会
に
向
け

た
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

　

４
名
は
い
ず
れ
も
戸
来

小
学
校
の
４
年
生
。
２
月

５
日
に
行
わ
れ
た
第
41
回

　

平
成
22
年
度
青
森
県
道
路
愛
護

等
功
労
者
表
彰
状
が
２
月
28
日
、

中
野
平
常
会（
田
中
義
光
常
会
長
）

へ
須
藤
村
長
よ
り
伝
達
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
れ
は
道
路
清
掃
、
植
樹
等
道

路
の
環
境
整
備
に
努
め
そ
の
功
績

を
称
え
ら
れ
た
も
の
。
本
村
か
ら

は
初
め
て
の
授
賞
で
す
。

　

表
彰
状
を
授
与
さ
れ
た
田
中
さ

ん
は
、「
春
の
獅
子
神
駐
車
帯
へ
の

花
植
え
活
動
等
、
集
落
全
体
の
活

動
が
評
価
さ
れ
た
こ
と
が
喜
ば
し

い
。
更
に
活
動
を
継
続
し
、
推
進

し
た
い
」
と
笑
顔
で
語
り
ま
し
た
。

青
森
県
小
学
生
ス
キ
ー
大
会
の
結

果
に
よ
り
、
全
国
大
会
出
場
の
栄

冠
を
手
に
し
ま
し
た
。

　
「
全
国
の
舞
台
へ
４
名
出
場
す

る
こ
と
は
大
き
な
快
挙
」
と
須
藤

村
長
。「
村
の
代
表
、
県
の
代
表

と
し
て
活
躍
を
期
待
す
る
」
と
激

励
し
ま
し
た
。

　

チ
ー
ム
母
体
の
三
ツ
岳
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
設
立
準
備
委
員
会
の
日

向
昌
徳
代
表
、
元
沢
節
子
戸
来
小

学
校
長
と
一
緒
に
訪
れ
た
４
名
は

「
目
標
は
優
勝
！
」
と
元
気
に
口

を
そ
ろ
え
て
い
ま
し
た
。

　

２
月
23
日
、

美
郷
館
に
お
い

て
第
19
回
新
郷

村
社
会
福
祉
大

会
が
開
催
さ
れ
、

１
５
０
人
の
参

加
者
が
、
支
え

あ
っ
て
生
き
る

こ
と
の
大
切
さ

を
学
び
ま
し
た
。

　

開
式
に
あ
た

り
、
名
誉
大
会

長
の
須
藤
良
美

村
長
が
「
温
泉

館
・
診
療
所
へ

の
無
料
バ
ス
送

迎
、
保
健
師
に

よ
る
健
康
相
談

等
、
村
の
福
祉

サ
ー
ビ
ス
を
十

分
に
活
用
し
、

元
気
で
明
る
い
笑
顔
の
あ
る
生
活

を
営
ん
で
い
た
だ
き
た
い
」
と
あ

い
さ
つ
し
、
福
祉
功
労
者
４
名
を

表
彰
。
受
賞
者
を
代
表
し
、
工
藤

靜
枝
さ
ん
が
謝
辞
を
述
べ
る
と
会

場
は
温
か
い
拍
手
に
包
ま
れ
ま
し

た
。

　

大
会
は
信
用
生
協
八
戸
相
談
セ

ン
タ
ー
長
の
三
上
善
博
氏
が
「
多

重
債
務
問
題
の
現
状
と
解
決
に
向

け
て
」
と
題
し
、
講
演
。
し
ん
ご

う
保
育
園
や
村
連
合
婦
人
会
に
よ

る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
も
行
わ
れ
、

大
会
に
華
を
添
え
ま
し
た
。

道
路
愛
護
精
神
を

　
　
　
　高
く
評
価

全国大会へ向けた決意を披露

と
も
に
生
き 

支
え
あ
う
福
祉
の
む
ら
づ
く
り

安全安心な暮らしの
　実現をめざして
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左
か
ら
佐
藤
君
、
福
山
君
、
吉
野
さ
ん
、
田
沢
さ
ん

　

２
月
19
日
、
山
村

開
発
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
「
新
郷
村
安
全
・

安
心
村
づ
く
り
推
進

大
会
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
村
主
催
に

よ
る
こ
の
大
会
は
五

戸
警
察
署
や
五
戸
消

防
署
、村
消
防
団
等
、

９
団
体
が
後
援
。
２

４
０
名
が
住
み
よ
い

地
域
社
会
の
実
現
へ

向
け
て
決
意
を
新
た

に
し
ま
し
た
。

　

警
察
官
の
制
服
を

身
に
ま
と
っ
た
し
ん

ご
う
保
育
園
の
横
沢
亮
太
く
ん
と

福
山
光
咲
（
あ
り
さ
）
ち
ゃ
ん
が

「
知
ら
な
い
人
に
は
つ
い
て
い
き

ま
せ
ん
」
等
と
元
気
よ
く
大
会
宣

言
。
畠
山
賢
悦
村
消
防
団
長
の
音

頭
に
よ
り
参
加
者
全
員
で
「
ガ
ン

バ
ロ
ー
三
唱
」
を
行
い
、
大
会
を

締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　

開
会
行
事
で
は
「
安
全
安
心
な

村
づ
く
り
を
村
民
一
体
と
な
り
頑

張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
須
藤

良
美
村
長
が
あ
い
さ
つ
し
、
救
急

活
動
に
協
力
し
た
功
績
を
称
え
、

鹿
島
毅
さ
ん
（
郡
司
）
ら
４
名
に

感
謝
状
を
授
与
。
東
利
昭
村
議
会

議
長
が
祝
辞
を
述
べ
、
大
会
趣
旨

の
具
現
化
に
向
け
て
期
待
を
寄
せ

ま
し
た
。

　

続
い
て
赤
坂
久
男
西
分
遣
所
長

ら
３
名
が
管
内
の
「
防
火
・
防
災

活
動
」
等
に
つ
い
て
講
演
。
自
ら

の
身
を
守
る
大
切
さ
と
不
測
の
事

態
へ
対
応
し
た
備
え
の
必
要
性
に

つ
い
て
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

開
会
に
先
立
ち
、
金
ケ
沢
神
楽

が
安
全
安
心
村
づ
く
り
を
祈
願
す

る
舞
を
披
露
。
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

で
は
川
代
地
区
子
ど
も
会
と
し
ん

ご
う
保
育
園
の
子
ど
も
た
ち
が
可

愛
ら
し
く
大
黒
舞
や
お
ゆ
う
ぎ
を

発
表
し
ま
し
た
。

　

第
５
回
全
国
小
学
生
ア

ル
ペ
ン
ス
キ
ー
大
会
（
３

月
23
日
〜
25
日　

岩
手
県

安
比
高
原
ス
キ
ー
場
）
へ

の
出
場
を
決
め
た
新
郷
ジ

ュ
ニ
ア
レ
ー
シ
ン
グ
チ
ー

ム
の
福
山
泰
誠
君
、
佐
藤

謙
汰
郎
君
、
田
沢
麻
衣
さ

ん
、
吉
野
栞
那
さ
ん
が
２

月
25
日
、
須
藤
村
長
の
も

と
を
訪
れ
、
大
会
に
向
け

た
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

　

４
名
は
い
ず
れ
も
戸
来

小
学
校
の
４
年
生
。
２
月

５
日
に
行
わ
れ
た
第
41
回

　

平
成
22
年
度
青
森
県
道
路
愛
護

等
功
労
者
表
彰
状
が
２
月
28
日
、

中
野
平
常
会（
田
中
義
光
常
会
長
）

へ
須
藤
村
長
よ
り
伝
達
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
れ
は
道
路
清
掃
、
植
樹
等
道

路
の
環
境
整
備
に
努
め
そ
の
功
績

を
称
え
ら
れ
た
も
の
。
本
村
か
ら

は
初
め
て
の
授
賞
で
す
。

　

表
彰
状
を
授
与
さ
れ
た
田
中
さ

ん
は
、「
春
の
獅
子
神
駐
車
帯
へ
の

花
植
え
活
動
等
、
集
落
全
体
の
活

動
が
評
価
さ
れ
た
こ
と
が
喜
ば
し

い
。
更
に
活
動
を
継
続
し
、
推
進

し
た
い
」
と
笑
顔
で
語
り
ま
し
た
。

青
森
県
小
学
生
ス
キ
ー
大
会
の
結

果
に
よ
り
、
全
国
大
会
出
場
の
栄

冠
を
手
に
し
ま
し
た
。

　
「
全
国
の
舞
台
へ
４
名
出
場
す

る
こ
と
は
大
き
な
快
挙
」
と
須
藤

村
長
。「
村
の
代
表
、
県
の
代
表

と
し
て
活
躍
を
期
待
す
る
」
と
激

励
し
ま
し
た
。

　

チ
ー
ム
母
体
の
三
ツ
岳
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
設
立
準
備
委
員
会
の
日

向
昌
徳
代
表
、
元
沢
節
子
戸
来
小

学
校
長
と
一
緒
に
訪
れ
た
４
名
は

「
目
標
は
優
勝
！
」
と
元
気
に
口

を
そ
ろ
え
て
い
ま
し
た
。

　

２
月
23
日
、

美
郷
館
に
お
い

て
第
19
回
新
郷

村
社
会
福
祉
大

会
が
開
催
さ
れ
、

１
５
０
人
の
参

加
者
が
、
支
え

あ
っ
て
生
き
る

こ
と
の
大
切
さ

を
学
び
ま
し
た
。

　

開
式
に
あ
た

り
、
名
誉
大
会

長
の
須
藤
良
美

村
長
が
「
温
泉

館
・
診
療
所
へ

の
無
料
バ
ス
送

迎
、
保
健
師
に

よ
る
健
康
相
談

等
、
村
の
福
祉

サ
ー
ビ
ス
を
十

分
に
活
用
し
、

元
気
で
明
る
い
笑
顔
の
あ
る
生
活

を
営
ん
で
い
た
だ
き
た
い
」
と
あ

い
さ
つ
し
、
福
祉
功
労
者
４
名
を

表
彰
。
受
賞
者
を
代
表
し
、
工
藤

靜
枝
さ
ん
が
謝
辞
を
述
べ
る
と
会

場
は
温
か
い
拍
手
に
包
ま
れ
ま
し

た
。

　

大
会
は
信
用
生
協
八
戸
相
談
セ

ン
タ
ー
長
の
三
上
善
博
氏
が
「
多

重
債
務
問
題
の
現
状
と
解
決
に
向

け
て
」
と
題
し
、
講
演
。
し
ん
ご

う
保
育
園
や
村
連
合
婦
人
会
に
よ

る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
も
行
わ
れ
、

大
会
に
華
を
添
え
ま
し
た
。

道
路
愛
護
精
神
を

　
　
　
　高
く
評
価

全国大会へ向けた決意を披露

と
も
に
生
き 

支
え
あ
う
福
祉
の
む
ら
づ
く
り

安全安心な暮らしの
　実現をめざして
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文
芸
コ
ー
ナ
ー

新
郷
俳
句
会

み
ち
の
く
の
我
が
家
は
雪
に

埋
も
れ
ゐ
む

福
　
士
　
香
芽
子

寒
北
斗
迷
え
る
羊
導
け
り

長
　
峯
　
ユ
　
リ

寒
煙
の
見
え
れ
ば
五
時
の

チ
ャ
イ
ム
鳴
る

鹿
　
島
　
恵
美
子

ち
ぢ
こ
ま
る
背
を
ば
伸
ば
さ
む

春
の
風

小
　
坂
　
良
　
子

冴
え
返
る
朝
日
に
光
る
厨
窓

戸
　
来
　
れ
い
子

冴
え
返
る
す
べ
て
の
も
の
が

時
季
お
ぼ
え

髙
　
根
　
リ
　
サ

雪
害
に
裂
れ
し
木
々
の
冴
返
る

工
　
藤
　
陽
　
一

日
め
く
り
の
暦
は
ぐ
音
冴
返
る

鹿
　
島
　
と
　
わ

日
脚
伸
ぶ
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
の

布
え
ら
ぶ

村
　
上
　
て
　
る

冴
え
返
り
子
等
た
く
ま
し
く

登
校
す

福
　
山
　
康
　
子

月
冴
え
て
鍋
に
買
い
来
る

寄
せ
豆
腐

金
　
沢
　
　
　
凡

　
平
成
23
年
４
月
11
日
か
ら
17
日

ま
で
の
一
週
間
、
県
下
一
斉
に
春

の
火
災
予
防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま

す
。

　
火
災
予
防
運
動
の
目
的
は
、
火

災
が
発
生
し
や
す
い
時
季
を
迎
え

る
に
当
た
り
、
住
民
の
皆
様
に
防

火
に
対
す
る
意
識
を
一
層
高
め
て

い
た
だ
き
、
火
災
の
発
生
を
防
止

す
る
こ
と
に
よ
り
、
高
齢
者
等
を

中
心
と
す
る
死
者
の
発
生
を
減
少

さ
せ
る
と
と
も
に
、
財
産
の
損
失

を
防
ぐ
こ
と
で
す
。

住
宅
防
火

　い
の
ち
を
守
る

　
　
　
　
　７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

◇
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

◇
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も

の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す

る
。

◇
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離

れ
る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

▽
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

▽
寝
具
、
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
か

ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防

炎
品
を
使
用
す
る
。

▽
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た

め
に
、
住
宅
用
消
火
器
等
を
設

置
す
る
。

▽
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な

人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の

協
力
体
制
を
つ
く
る
。

※
消
火
器
を
正
し
く
使
え
る
よ
う
、

町
内
や
事
業
所
で
訓
練
を
し
ま

し
ょ
う
。〝
い
ざ
〞
と
い
う
時

の
自
信
に
つ
な
が
り
ま
す
。
西

分
遣
所
で
は
消
火
訓
練
な
ど
防

火
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問
　
五
戸
消
防
署
西
分
遣
所

　
　
℡
78
│

２
１
１
９

　
総
務
省
で
は
経
済
的
な
理
由
で

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
ま
だ
視
聴

で
き
な
い
低
所
得
世
帯
に
対
し
て

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。対
象
は
、

１
　
生
活
保
護
世
帯
な
ど
で
Ｎ
Ｈ

Ｋ
放
送
受
信
料
が
全
額
免
除
の

世
帯

２
　
市
町
村
民
税
が
非
課
税
の
世

帯
で
あ
り
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
対

応
の
簡
易
な
チ
ュ
ー
ナ
ー（
１
台
）

の
無
償
給
付
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。（
※
チ
ュ
ー
ナ
ー
の
訪
問
設
置
、

ア
ン
テ
ナ
回
収
等
は
行
い
ま
せ
ん
）

　
支
援
の
内
容
、
申
込
み
方
法
等

は
、
対
象
世
帯
に
よ
っ
て
異
な
り

ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
　
総
務
省
地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー

支
援
実
施
セ
ン
タ
ー

・
放
送
受
信
料
全
額
免
除
世
帯
へ

の
支
援
に
つ
い
て

℡
０
５
７
０
│

０
３
３
８
４
０

・
市
町
村
民
税
非
課
税
世
帯
へ
の

支
援
に
つ
い
て

℡
０
５
７
０
│

０
２
３
７
２
４

目
的

　
広
く
県
民
に
交
通
安
全
思
想
の

普
及
・
浸
透
を
図
り
、
交
通
ル
ー

ル
の
遵
守
と
正
し
い
交
通
マ
ナ
ー

の
実
践
を
習
慣
付
け
る
と
と
も
に
、

県
民
自
身
に
よ
る
道
路
交
通
環
境

の
改
善
に
向
け
た
取
組
を
推
進
す

る
こ
と
に
よ
り
、
交
通
事
故
防
止

の
徹
底
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

ま
す
。

期
間４

月
６
日
か
ら
４
月
15
日
ま
で

の
10
日
間

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
県
民

総
決
起
大
会
　
　
４
月
５
日

重
点

◇
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故

防
止

◇
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し

い
着
用
の
徹
底

◇
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

◇
飲
酒
運
転
の
根
絶

「
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指
す
日
」

　
　
　
　
　
　
　
　
４
月
10
日

問
　
青
森
県
県
民
生
活
文
化
課
　

℡
０
１
７
│

７
３
４
│

９
２
３
２

　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
青
森
支
店
で
は

４
月
中
に
順
次
、
新
し
い
電
話
帳

（
平
成
23
年
５
月
発
行
）
を
各
ご

家
庭
・
事
業
所
へ
お
届
け
し
ま
す
。

　
な
お
、
ご
不
在
時
等
で
配
達
員

に
古
い
電
話
帳
を
渡
せ
な
か
っ
た

場
合
、
後
日
改
め
て
回
収
に
伺
い

ま
す
の
で
、
左
記
「
タ
ウ
ン
ペ
ー

ジ
セ
ン
タ
」
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

問
　
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ

℡
０
１
２
０
│

５
０
６
│

３
０
９

　
２
月
26
日
か
ら
２
日
間
、
青
森

市
や
十
和
田
市
の
女
性
ら
が
本
村

を
訪
れ
、
里
山
の
冬
な
ら
で
は
の

と
っ
て
お
き
の
体
験
を
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
村
と
十
和
田
エ
イ
ト
ラ

イ
ン
観
光
協
議
会
が
主
催
し
た

「
エ
イ
ト
ラ
イ
ン
手
し
ご
と
モ
ニ

タ
ー
ツ
ア
ー（
冬
の
新
郷 

体
験
三

昧 

の
〜
ん
び
り
温
泉
あ
そ
び
）」

に
よ
る
も
の
で
、
述
べ
13
名
が
、

手
打
ち
そ
ば
作
り
や
か
ご
作
り
、

新
郷
黒
飴
生
キ
ャ
ラ
メ
ル
作
り
に

挑
戦
し
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
手
打

ち
そ
ば
作
り
で
は
９
名
が
そ
ば
工

房
「
鬼
蓮
庵
（
お
に
ば
す
あ
ん
）」

を
訪
問
。
庵
主
の
山
岸
義
一
さ
ん

か
ら
丁
寧
に
手
ほ
ど
き
を
受
け
ま

し
た
。

　
山
岸
さ
ん
は
自
身
が
栽
培
し
た

そ
ば
粉
と
鬼
蓮
地
区
の
湧
き
水
を

使
用
し
、
生

地
の
こ
ね
方
、

伸
ば
し
方
、

切
り
方
な
ど

を
伝
授
。
そ

ば
は
ざ
る
そ

ば
と
キ
ジ
だ

し
汁
に
し
て
、

囲
炉
裏
を
囲

ん
で
味
わ
い

ま
し
た
。

　
一
行
は
こ

の
後
、
新
郷

温
泉
館
に
宿

泊
し
、
心
地

良
い
疲
れ
を

伝
説
の
鷲
ノ

湯
で
癒
し
ま

し
た
。

 

　
せ
せ
ら
ぎ
学
級
（
佐
藤
久
美
子

運
営
委
員
長
）
は
３
月
９
日
、
美

郷
館
に
お
い
て
「
か
ご
づ
く
り
」

教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。
再
生
紙

（
ク
ラ
フ
ト
テ
ー
プ
）
を
利
活
用

し
、
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
へ
の
関
心

を
高
め
る
こ
と
が
目
的
。
講
師
に

三
浦
利
美
子

さ
ん
（
五
戸

町
）
を
迎
え
、

18
名
が
受
講

し
ま
し
た
。

　
用
意
さ
れ

た
ク
ラ
フ
ト

テ
ー
プ
を
て

い
ね
い
に
格

子
状
に
編
み
、

ま
ず
底
面
か

ら
作
成
。
縦

ひ
も
と
横
ひ

も
を
直
角
に

立
ち
上
げ
、

輪
に
し
た
テ

ー
プ
を
通
し

て
い
き
ま
す
。

か
ご
の
大
き

さ
は
幅
30
セ

ン
チ
、
奥
行

15
セ
ン
チ
、

高
さ
20
セ
ン
チ
。
縁
は
し
っ
か
り

と
補
強
し
、
仕
上
げ
は
軽
く
霧
を

ふ
い
て
、
ラ
ッ
カ
ー
で
仕
上
げ
ま

す
。

　
参
加
者
は
と
き
お
り
談
笑
し
な

が
ら
も
、
真
剣
な
眼
差
し
で
作
業

に
没
頭
し
て
い
ま
し
た
。

地
域
に
伝
わ
る
味
や
技
術
を
体
感

流
行
り
の
「
エ
コ
」
な

　
か
ご
バ
ッ
ク

お
知
ら
せ

　│
問
い
合
わ
せ

　
　│
申
し
込
み

　│
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　│
フ
ァ
ッ
ク
ス

問Ｈ

申Ｆ

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

の
お
知
ら
せ

電
話
帳
を
配
達
・

　
　
回
収
致
し
ま
す

「
消
し
た
か
な
」

あ
な
た
を
守
る 

合
言
葉

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
視
聴

の
た
め
の
低
所
得
世
帯
へ

の
支
援
の
拡
大
に
つ
い
て

問

問

問問

　
宮
城
北
部
な
ど
で
震

度
７
を
計
測
し
た
東
日

本
大
震
災
で
甚
大
な
津

波
被
害
を
受
け
た
３
市

町
に
、
村
は
一
日
も
早

い
復
興
を
願
い
、「
飲

む
ヨ
ー
グ
ル
ト
」
を
３

月
14
日
は
階
上
町
、
15

日
は
お
い
ら
せ
町
、
17

日
は
八
戸
市
へ
そ
れ
ぞ

れ
提
供
し
ま
し
た
。

　
被
害
を
受
け
ら
れ
ま

し
た
皆
さ
ま
に
心
か
ら

お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま

す
。

三市町へ支援物資
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文
芸
コ
ー
ナ
ー

新
郷
俳
句
会

み
ち
の
く
の
我
が
家
は
雪
に

埋
も
れ
ゐ
む

福
　
士
　
香
芽
子

寒
北
斗
迷
え
る
羊
導
け
り

長
　
峯
　
ユ
　
リ

寒
煙
の
見
え
れ
ば
五
時
の

チ
ャ
イ
ム
鳴
る

鹿
　
島
　
恵
美
子

ち
ぢ
こ
ま
る
背
を
ば
伸
ば
さ
む

春
の
風

小
　
坂
　
良
　
子

冴
え
返
る
朝
日
に
光
る
厨
窓

戸
　
来
　
れ
い
子

冴
え
返
る
す
べ
て
の
も
の
が

時
季
お
ぼ
え

髙
　
根
　
リ
　
サ

雪
害
に
裂
れ
し
木
々
の
冴
返
る

工
　
藤
　
陽
　
一

日
め
く
り
の
暦
は
ぐ
音
冴
返
る

鹿
　
島
　
と
　
わ

日
脚
伸
ぶ
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
の

布
え
ら
ぶ

村
　
上
　
て
　
る

冴
え
返
り
子
等
た
く
ま
し
く

登
校
す

福
　
山
　
康
　
子

月
冴
え
て
鍋
に
買
い
来
る

寄
せ
豆
腐

金
　
沢
　
　
　
凡

　
平
成
23
年
４
月
11
日
か
ら
17
日

ま
で
の
一
週
間
、
県
下
一
斉
に
春

の
火
災
予
防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま

す
。

　
火
災
予
防
運
動
の
目
的
は
、
火

災
が
発
生
し
や
す
い
時
季
を
迎
え

る
に
当
た
り
、
住
民
の
皆
様
に
防

火
に
対
す
る
意
識
を
一
層
高
め
て

い
た
だ
き
、
火
災
の
発
生
を
防
止

す
る
こ
と
に
よ
り
、
高
齢
者
等
を

中
心
と
す
る
死
者
の
発
生
を
減
少

さ
せ
る
と
と
も
に
、
財
産
の
損
失

を
防
ぐ
こ
と
で
す
。

住
宅
防
火

　い
の
ち
を
守
る

　
　
　
　
　７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

◇
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

◇
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も

の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す

る
。

◇
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離

れ
る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

▽
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

▽
寝
具
、
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
か

ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防

炎
品
を
使
用
す
る
。

▽
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た

め
に
、
住
宅
用
消
火
器
等
を
設

置
す
る
。

▽
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な

人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の

協
力
体
制
を
つ
く
る
。

※
消
火
器
を
正
し
く
使
え
る
よ
う
、

町
内
や
事
業
所
で
訓
練
を
し
ま

し
ょ
う
。〝
い
ざ
〞
と
い
う
時

の
自
信
に
つ
な
が
り
ま
す
。
西

分
遣
所
で
は
消
火
訓
練
な
ど
防

火
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問
　
五
戸
消
防
署
西
分
遣
所

　
　
℡
78
│

２
１
１
９

　
総
務
省
で
は
経
済
的
な
理
由
で

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
ま
だ
視
聴

で
き
な
い
低
所
得
世
帯
に
対
し
て

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。対
象
は
、

１
　
生
活
保
護
世
帯
な
ど
で
Ｎ
Ｈ

Ｋ
放
送
受
信
料
が
全
額
免
除
の

世
帯

２
　
市
町
村
民
税
が
非
課
税
の
世

帯
で
あ
り
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
対

応
の
簡
易
な
チ
ュ
ー
ナ
ー（
１
台
）

の
無
償
給
付
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。（
※
チ
ュ
ー
ナ
ー
の
訪
問
設
置
、

ア
ン
テ
ナ
回
収
等
は
行
い
ま
せ
ん
）

　
支
援
の
内
容
、
申
込
み
方
法
等

は
、
対
象
世
帯
に
よ
っ
て
異
な
り

ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
　
総
務
省
地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー

支
援
実
施
セ
ン
タ
ー

・
放
送
受
信
料
全
額
免
除
世
帯
へ

の
支
援
に
つ
い
て

℡
０
５
７
０
│

０
３
３
８
４
０

・
市
町
村
民
税
非
課
税
世
帯
へ
の

支
援
に
つ
い
て

℡
０
５
７
０
│

０
２
３
７
２
４

目
的

　
広
く
県
民
に
交
通
安
全
思
想
の

普
及
・
浸
透
を
図
り
、
交
通
ル
ー

ル
の
遵
守
と
正
し
い
交
通
マ
ナ
ー

の
実
践
を
習
慣
付
け
る
と
と
も
に
、

県
民
自
身
に
よ
る
道
路
交
通
環
境

の
改
善
に
向
け
た
取
組
を
推
進
す

る
こ
と
に
よ
り
、
交
通
事
故
防
止

の
徹
底
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

ま
す
。

期
間４

月
６
日
か
ら
４
月
15
日
ま
で

の
10
日
間

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
県
民

総
決
起
大
会
　
　
４
月
５
日

重
点

◇
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故

防
止

◇
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し

い
着
用
の
徹
底

◇
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

◇
飲
酒
運
転
の
根
絶

「
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指
す
日
」

　
　
　
　
　
　
　
　
４
月
10
日

問
　
青
森
県
県
民
生
活
文
化
課
　

℡
０
１
７
│

７
３
４
│

９
２
３
２

　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
青
森
支
店
で
は

４
月
中
に
順
次
、
新
し
い
電
話
帳

（
平
成
23
年
５
月
発
行
）
を
各
ご

家
庭
・
事
業
所
へ
お
届
け
し
ま
す
。

　
な
お
、
ご
不
在
時
等
で
配
達
員

に
古
い
電
話
帳
を
渡
せ
な
か
っ
た

場
合
、
後
日
改
め
て
回
収
に
伺
い

ま
す
の
で
、
左
記
「
タ
ウ
ン
ペ
ー

ジ
セ
ン
タ
」
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

問
　
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ

℡
０
１
２
０
│

５
０
６
│

３
０
９

　
２
月
26
日
か
ら
２
日
間
、
青
森

市
や
十
和
田
市
の
女
性
ら
が
本
村

を
訪
れ
、
里
山
の
冬
な
ら
で
は
の

と
っ
て
お
き
の
体
験
を
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
村
と
十
和
田
エ
イ
ト
ラ

イ
ン
観
光
協
議
会
が
主
催
し
た

「
エ
イ
ト
ラ
イ
ン
手
し
ご
と
モ
ニ

タ
ー
ツ
ア
ー（
冬
の
新
郷 

体
験
三

昧 

の
〜
ん
び
り
温
泉
あ
そ
び
）」

に
よ
る
も
の
で
、
述
べ
13
名
が
、

手
打
ち
そ
ば
作
り
や
か
ご
作
り
、

新
郷
黒
飴
生
キ
ャ
ラ
メ
ル
作
り
に

挑
戦
し
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
手
打

ち
そ
ば
作
り
で
は
９
名
が
そ
ば
工

房
「
鬼
蓮
庵
（
お
に
ば
す
あ
ん
）」

を
訪
問
。
庵
主
の
山
岸
義
一
さ
ん

か
ら
丁
寧
に
手
ほ
ど
き
を
受
け
ま

し
た
。

　
山
岸
さ
ん
は
自
身
が
栽
培
し
た

そ
ば
粉
と
鬼
蓮
地
区
の
湧
き
水
を

使
用
し
、
生

地
の
こ
ね
方
、

伸
ば
し
方
、

切
り
方
な
ど

を
伝
授
。
そ

ば
は
ざ
る
そ

ば
と
キ
ジ
だ

し
汁
に
し
て
、

囲
炉
裏
を
囲

ん
で
味
わ
い

ま
し
た
。

　
一
行
は
こ

の
後
、
新
郷

温
泉
館
に
宿

泊
し
、
心
地

良
い
疲
れ
を

伝
説
の
鷲
ノ

湯
で
癒
し
ま

し
た
。

 

　
せ
せ
ら
ぎ
学
級
（
佐
藤
久
美
子

運
営
委
員
長
）
は
３
月
９
日
、
美

郷
館
に
お
い
て
「
か
ご
づ
く
り
」

教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。
再
生
紙

（
ク
ラ
フ
ト
テ
ー
プ
）
を
利
活
用

し
、
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
へ
の
関
心

を
高
め
る
こ
と
が
目
的
。
講
師
に

三
浦
利
美
子

さ
ん
（
五
戸

町
）
を
迎
え
、

18
名
が
受
講

し
ま
し
た
。

　
用
意
さ
れ

た
ク
ラ
フ
ト

テ
ー
プ
を
て

い
ね
い
に
格

子
状
に
編
み
、

ま
ず
底
面
か

ら
作
成
。
縦

ひ
も
と
横
ひ

も
を
直
角
に

立
ち
上
げ
、

輪
に
し
た
テ

ー
プ
を
通
し

て
い
き
ま
す
。

か
ご
の
大
き

さ
は
幅
30
セ

ン
チ
、
奥
行

15
セ
ン
チ
、

高
さ
20
セ
ン
チ
。
縁
は
し
っ
か
り

と
補
強
し
、
仕
上
げ
は
軽
く
霧
を

ふ
い
て
、
ラ
ッ
カ
ー
で
仕
上
げ
ま

す
。

　
参
加
者
は
と
き
お
り
談
笑
し
な

が
ら
も
、
真
剣
な
眼
差
し
で
作
業

に
没
頭
し
て
い
ま
し
た
。

地
域
に
伝
わ
る
味
や
技
術
を
体
感

流
行
り
の
「
エ
コ
」
な

　
か
ご
バ
ッ
ク

お
知
ら
せ

　│
問
い
合
わ
せ

　
　│
申
し
込
み

　│
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　│
フ
ァ
ッ
ク
ス

問Ｈ

申Ｆ

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

の
お
知
ら
せ

電
話
帳
を
配
達
・

　
　
回
収
致
し
ま
す

「
消
し
た
か
な
」

あ
な
た
を
守
る 

合
言
葉

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
視
聴

の
た
め
の
低
所
得
世
帯
へ

の
支
援
の
拡
大
に
つ
い
て

問

問

問問

　
宮
城
北
部
な
ど
で
震

度
７
を
計
測
し
た
東
日

本
大
震
災
で
甚
大
な
津

波
被
害
を
受
け
た
３
市

町
に
、
村
は
一
日
も
早

い
復
興
を
願
い
、「
飲

む
ヨ
ー
グ
ル
ト
」
を
３

月
14
日
は
階
上
町
、
15

日
は
お
い
ら
せ
町
、
17

日
は
八
戸
市
へ
そ
れ
ぞ

れ
提
供
し
ま
し
た
。

　
被
害
を
受
け
ら
れ
ま

し
た
皆
さ
ま
に
心
か
ら

お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま

す
。

三市町へ支援物資



ぼ
く
と
わ
た
し
の
絵

○ 

し
ん
ご
う
保
育
園

おうちの外でひよりと雪あそびを
しました。雪だるまのボタンはひ
よりがつけました。私の作ったか
まくらに２人で入って遊びました。
楽しかったです。

田島　未舞さん（うめ組）
おばあさんのおうちで牛を見まし
た。草の上で寝ていました。とっ
ても大きかったけど、こわくありま
せんでした。夢見てるのかなぁ。

橋端　有也くん（うめ組）
はし ば ゆう やみ むた しま

＝ 高品質農産物の安定生産のため ＝

有機の里づくり を推進しよう

良質堆肥で収入ＵＰ！！　　　  　　

有機資源センター新郷　　　　　

問い合わせ先　TEL７８－３５５５
営 業 時 間　午前９時～午後４時
　　　　　　　（休日：毎週月曜日、年末年始）

10この広報紙は植林・森林認証取得木材を配合した紙を使用しています

平成２１年度あおもり推きゅう肥品評会

優秀賞受賞

206

４月
人の動 き

男　1,466人（－３人）
女　1,569人（－４人）
計　3,035人（－７人）
世帯数959世帯（＋２世帯）
（平成23年２月28日現在）

発
行
/新
郷
村
　
編
集
/総
務
課
　
〒
039

ー1801  青
森
県
三
戸
郡
新
郷
村
大
字
戸
来
字
風
呂
前
10　

1
0178ー78ー2111 

新
郷
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
http://w

w
w
.net.pref.aom

ori.jp/shing
o/ 
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2011 （
平
成
2
3
年
）

M
A
R
C
H

境  　　友  舜くん
Ｈ21・10・14生
（地区）戸来
（パパ）知徳
（ママ）緒梨江
パパとママのねがい

「笑顔良し！」と言われる
元気な子になって欲しい。

むらのガイド

平成23年 卯 月
ダイヤモンド（金剛石）
̶ 洗浄・無垢 ̶誕 生 石

うづき
April

燃えるごみ収集日　新郷村全域　月曜日・木曜日（祭日も収集します）

家庭ごみは収集日の朝に出して下さい。生ごみの水切りにご協力を

ごみの減量とリサイクルに取り組みましょう

予防接種相談日　毎週月曜日　正午〜午後５時まで　TEL 6 1−75 5 5

２０１１年４月
備　　　考

山村開発センター　9：00～12：00

行　　事　　等

さかい ゆう しゅん

日 曜
1 金 資源ごみ（ペットボトル等２品目）収集日
4 月 新郷温泉館休館日　行政相談
6 水 春の全国交通安全運動（～15日）
7 木 小中学校入学式
8 金 資源ごみ（缶・新聞等５品目）収集日
10 日 県議会議員一般選挙投開票日
11 月 新郷温泉館休館日

人権相談所
15 金 資源ごみ（ビン・ペットボトル等２品目）収集日

乳児、１才６ヵ月、２才児健診
17 日 子ども会親子早起き掃除
18 月 新郷温泉館休館日
21 木 犬の登録・狂犬病予防注射　村教育大会

22 金
燃えないごみ収集日
犬の登録・狂犬病予防注射

23 土 間木ノ平グリーンパーク開園
25 月 新郷温泉館休館日
29 金 ●昭和の日

二十歳になったら
国民年金

日本年金機構

２
月
23日
　
村
社
会
福
祉
大
会
（
関
連
記
事
は
７
ペ
ー
ジ
）

２
月
23日
　
村
社
会
福
祉
大
会
（
関
連
記
事
は
７
ペ
ー
ジ
）
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